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１．公共空間の整備状況報告 

資料３ 



メインエリア・計画平面図 ０２ 



温泉街・計画平面図 ０３ 



広域・計画平面図 ０４ 



鳥瞰パース（メインリア・全体整備イメージ） ０５ 



駐車場の整備状況（2019.07.04） ０６ 



眺望テラスの整備状況（2019.07.17） ０７ 



竹林の階段の整備状況（2019.07.17） ０８ 



南スロープの整備状況（2019.07.16） ０９ 



雁木広場の整備状況（2019.07.04） １０ 



紅葉の階段（整備済み）と階段護岸の整備状況（2019.07.04） １１ 



曙橋と階段護岸の整備状況（2019.07.04） １２ 

※白線は点線ではなく実線となり、橋の手前に 
 車止めが設置されます。 



湯端平町線（右岸道路）の整備状況（2019.07.16） １３ 



配湯施設の整備状況（2019.07.15） １４ 



１５ 

２．ランドスケープデザインの 
変更等について 



長門湯本温泉ロゴタイプの変更（オリジナルフォント） １６ 

ロゴタイプ デザインコンセプト 
 数百年におよぶ長門湯本温泉や深川萩の伝統に寄り添う古典的なフォルムをベースとし、 
 流麗なハネやハライは音信川や大寧寺川のやさしい流れを、細身で抑制の効いた全体は、 
 神授の湯の品位を表現している。  



地図系サインのデザイン報告（観光案内サイン一般図） １７ 



地図系サインのデザイン報告（観光案内サイン拡大図） １８ 



地図系サインのデザイン報告（案内誘導サイン） １９ 



地図系サインのデザイン報告（誘導サイン） ２０ 



施設名称サインのデザイン報告 → 文字書きを大寧寺御住職様に依頼 ２１ 



配湯施設サインのデザイン報告（温泉施設の学習サイン） ２２ 



既存オレンジ看板の改修デザイン ２３ 

音信大橋左岸 
（モックアップ確認） 

 
サイン改修にあたって 
は樹木剪定などを実施 

湯本交差点 
 

既存のオレンジ看板を 
右のデザイン案に改修 



２４ 

３．通り・施設等の名称について 
 
 
 

地名・歴史・植物等を参照した名称付け 



街を俯瞰できる場に「座る場
所」「ある目的で集う場所」の

意味をもつ「座」と 
いう言葉を用いて名称付け 

地名を広場名に表現 

長門市の名産品「ゆずきち」に親し
む坂道として名称付け 

御茶屋通りからの延びる路地 
として名称付け 

昔、毛利家の御茶屋が在ったと
伝わる場所を通り名に表現 

通り・施設等の名称-その１ ２５ 



住民に親しまれる「おとずれ」の名称を街
のメイン通り名として使用 

地名を飛び石名に表現 
 

飛び石は「渡し」と表現 

右岸道路は恩湯に通じる
通りとして名称付け 

右岸道路は恩湯に通じる
通りとして名称付け 

温泉街の中心として雁木広
場や道をひとつの広場とし

て表現 

この近くに清水池と呼ばれる湧き
水があったことを表現 

 
飛び石は「渡し」と表現 

通り・施設等の名称-その２ ２６ 



本プロジェクトに敷地協力いただいた 
寿荘に敬意を表して坂道の名称づけ 

住民に親しまれる「おとずれ」の名称を街
のメイン通り名として使用 

右岸道路は恩湯に通じる
通りとして名称付け 

両岸のヤナギとサクラをつなぐ飛
び石として名称づけ 

 
飛び石は「渡し」と表現 

通り・施設等の名称-その３ ２７ 



この付近の川（地形）の名称を表現 
 

上流の観瀑橋付近の飛び石は 
「二ノ瀬渡し」と名称づけ 

 
飛び石は「渡し」と表現 

「一ノ瀬渡し」と関連した 
広場として名称づけ 

 
階段護岸と道広場をひとつの 

広場として表現 

通り・施設等の名称-その４ ２８ 

右岸道路は恩湯に通じる
通りとして名称付け 

住民に親しまれる「おとずれ」の名称を街
のメイン通り名として使用 


